
教 科 名 応用数学Ⅰ (Applied Mathematics Ⅰ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科 
物質環境 

コース 
履修 2 単位 必須 

通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】    （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

広く工学に用いられている微分方程式、確率・統計について学び、他の専門科目や工学一般の基本的問題

にその知識や計算技術が応用できるように能力を身につける  

 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 

「新版 微分積分Ⅱ」岡本和夫監修（実教出版） 

「新版 確率統計」岡本和夫監修（実教出版） 

 

補助教材等 

 「新版 微分積分Ⅱ 演習」岡本和夫監修監修（実教出版） 

 「新版 確率統計 演習」岡本和夫監修監修（実教出版） 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 58 42      100 

知識の基本的な理解 58 42      100 

思考・推論・創造への適用力         

リーダーシップ および 

コミュニケーション力 
        

プレゼンテーション力         

主体的・継続的な学習意欲         

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

微分方程式や確率・統計は、3 年生までに学んだいろいろな数学の知識を総合・応用しながら学んでいくことになるので、基礎

数学や微分積分をはじめとしたこれまで学んだ数学の基礎知識がしっかり使いこなせることが望まれる。そのために、毎回の授

業の予習・復習を継続することはもちろん、これまでの理解が不十分なところがあれば厭わず、低学年の教科書や問題集なども

活用しながら自発的に取り組んでいくこと。 

 

さらに新たな知識の定着のためにも、補助教材として挙げた問題集などを活用しながら継続的に学習していくことが重要であ

る。 

  



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 

微分方程式の意味 

 

・与えられた条件から簡単な微分方程式がつくれる 

 
2 

3 微分方程式の解 ・与えられた関数が微分方程式の一般解になっていること

が証明できる 

・初期条件を使って特殊解を求めることができる 

 
4 

5 変数分離形 ・基本的な変数分離形の微分方程式を解くことができる 

・簡単な変数分離形の微分方程式を立てて、条件に合っ

た解を求めることができる  6 

7 

8 前期中間試験  

9 １階線形微分方程式 ・基本的な１階線形微分方程式を解くことができる 

・簡単な１階線形微分方程式を立てて、条件に合った解

を求めることができる 

 
10 

11 ２階線形微分法方程式 ・２つの関数の線形独立が証明できる 

・２階線形微分方程式の一般解がつくれる  
12 

13 定数係数２階斉次線形微分方程式 ・定数係数２階斉次線形微分方程式を解くことができる 

 
14 

 前期期末試験  

15 確率の定義 ・簡単な確率の計算ができる 

・順列・組合せの公式を使って確率が計算できる  
16 

17 確率の基本性質 ・余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確率を使

って確率の計算ができる  
18 

19 期待値 ・簡単な期待値の計算ができる  

20 条件つき確率と乗法定理 ・条件つき確率が計算できる 

・乗法定理を使った確率の計算ができる  
21 

22 事象の独立 ・独立な事象の判定ができる  

23 後期中間試験  

24 度数分布 ・1 次元のデータから度数分布表がつくれる  

25 代表値 ・1 次元のデータの平均や中央値が求められる  

26 散布度 ・１次元のデータの分散・標準偏差が計算できる  

27 相関 ・２次元のデータの相関係数を求めることができる 

 
28 

29 回帰曲線 ・2 次元のデータの回帰曲線を求めることができる  

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 情報処理 II (Information processing II)
 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科  履修 1 単位 必修 2 時間/週 30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 寿 雅史 （内線 6466，E-mail: kotobuki） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

著しく進展するコンピューター利用社会に対応するため、コンピュータープログラミング言語として中核をな

す、C言語を学ぶことにより、情報処理を行うためのソフトウェアの基礎技術を習得することを目標とする。 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 林晴比古著「新訂新 C 言語入門」 (ソフトバンクパブリッシング) 

補助教材等 プリント 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 20  80     100 

知識の基本的な理解 10  40     50 

思考・推論・創造への適用力 10  40     50 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

プログラミング開発を目指すとき、物質工学科の学生にとって、コンピューターのハードの知識等幾つかのハ

ードルを越える必要があると思われるが、先ずはプログラミング言語の用語・文法に慣れ親しむことが重要と考え、C

言語の初歩的な学習をする。実践し、エラーが出ても、落胆することなく、原因を究明し、一歩ずつ解決していくことを期

待する。自らが学び、実習することにより技術習得を目指すという授業形態をとるので、積極的に課題を処理していく態

度を期待する。 

 

本科目は、情報処理 I の知識を必要とするので、情報処理 I の範囲を十分に復習しておくこと。 

 

 

 

◎本講義では授業中の居眠り，携帯電話の使用について 3 点/回の減点を行うので，十分に注意せよ． 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 1. ガイダンス 
科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 
 

2 2. C 言語の概要と用語 C 言語の概要と用語を説明できる  

3 3. ソースプログラムを作る ソース入力、コンパイル、実行、デバックを実行できる  

4 4. 文字列の出力 文字列の出力を理解し、プログラム作成ができる  

5 5. 変数の値の出力 変数の役割を理解し、プログラム作成ができる  

6 6. 加減乗除 加減乗除演算子を理解し、プログラム作成ができる  

7 7. データの入出力 データの入出力を理解し、プログラム作成ができる  

8 中間試験  

9 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

10 8. if 文による条件文 if 条件分を理解し、プログラム作成ができる  

11 9. switch 文による条件文 switch 条件文を理解し、プログラム作成ができる  

12 10. 繰返し文 繰返し文を理解し、プログラム作成ができる  

13 11. 関数の利用 関数の働きを理解し、プログラム作成ができる  

14 12. 標準ライブラリ関数 標準ライブラリ関数を理解し、プログラム作成ができる  

 期末試験  

15 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 有 機 化 学 Ⅱ（Organic ChemistryⅡ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科  履修 ２単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】  宇月原 貴光 （内線，6464 E-mail: utsuki@hakodate-ct.ac.jp）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

 有機化学Iに引き続き、有機化学の基礎として有機化合物の構造、性質、反応などを理解する。具体的に

は、芳香族化合物、ハロゲン化アルキル、アルコール、エーテル、アルデヒド・ケトンの基本的な性質、物

性、合成法や反応を理解するのが到達レベルである。 

学校教育目標  B-1 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 工学のための有機化学（荒井貞夫著、サイエンス社） 

補助教材等  

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 １００       １００ 

知識の基本的な理解 ８０       ８０ 

思考・推論・創造への適用力 ２０       ２０ 

汎用的技能         

態度・志向性（人間力）         

総合的な学習経験と創造的思考力         

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 有機化学Ⅰに引き続き講義を行う。電子論・量子論や立体化学について、できるだけ平易に時間をかけて講義するので授業

中のノート作成や復習に力を入れて勉強すること。なお、教科書以外にもプリントによる説明も多くなる。 

・毎回、授業の終わりに理解度を確認するプリントを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス（0.5ｈ） 

芳香族化合物 

ベンゼン誘導体の命名法・ベンゼンの安定性

と構造・ベンゼン類の工業的製法・芳香族求

電子置換反応・置換基の配向性と反応性・酸

化と還元 

 

芳香族性を非局在π分子軌道から説明できる。基本的な

５つの反応の機構が理解できる。配向の理論を電子論(誘

起効果と共鳴効果)から説明できる。反応性を電子論か

ら、ο-効果を立体的要因から理解できる。置換ベンゼン

に対する種々の反応条件を理解できる。酸化と還元によ

る変換反応を説明できる。 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 中間試験 

9 答案返却・解説 

立体化学 

 鏡像異性体・立体配置の表示法 

ジアステレオマーとメソ体 

・ 

・種々の光学異性体について理解し、その立体配置を R,S-

と D,L-表示法で正確に記述することができる 

 

 
10 

11 

12 ハロゲン化アルキル 

 ハロゲン化アルキルの命名法と合成 

 求核置換、脱離およびグリニヤール反応 

まとめ 

・IUPAC 命名法に習熟し、合成法を理解できる。また、飽

和炭素に対する求核置換反応、脱離反応、グリニヤール

反応の反応機構を説明できる。 
 13 

14 

 期末試験 

15 答案返却・解説 

アルコールとフェノール 

 アルコールおよびフェノールの命名法・物

理的性質、アルコール・フェノールの合成

と反応 

エーテル 

 エーテルの命名法・構造・合成と反応 

・ 

・IUPAC 命名法に習熟するとともにその物理的性質を説明

できる。 

合成法とそれらの化合物が関与する反応を理解し、説明

できる。 

IUPAC 命名法に習熟するとともに合成法とそれらの化合

物が関与する反応を理解し、説明できる。 

 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 後期中間試験 

23 

試験答案返却・解答解説 

アルデヒドとケトン 

 アルデヒドとケトンの命名法・合成・反応、

 ケトーエノール互変異性体と反応 

・ 

・IUPAC 命名法に習熟するとともに合成法とそれらの化合

物が関与する反応を理解・説明できる。互変異性を理解

し、カルボニル基のα炭素上での反応を説明できる。 
 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

 学年末試験 

30 答案返却・解答解説 間違った問題の正答を求めることができる。  

総 学 習 時 間 数 
60 時間 

(45.0) 

 



教 科 名 物理化学Ⅱ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ ChemistryⅡ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4学年 物質環境工学科 
物質環境 

工学 
 2 単位 必修 

通年 

2 時間/週 
６０時間

担 当 教 員 【常勤】  新任  （内線 ， E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

物理化学は、物質工学や化学の分野では、基礎的で最も根幹となる学問である。その内容は極めて裾

野が広く膨大であるため、第３学年に引き続き、物理化学Ⅱとして行う。ここでは、物理化学の一分

野である化学熱力学の基礎的知識を習得し、特に反応系への応用が実際の問題でどのように行われる

かを学ぶことを目標とする。 

学校教育目標 Ｂ 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 「物理化学の基礎」（P.W.ATKINS 著・千原秀昭訳、東京化学同人） 

補助教材等 

わかる化学シリーズ 2「物理化学」（齋藤勝裕、東京化学同人） 

物理化学要論（（P.W.ATKINS 著・千原秀昭訳、東京化学同人）（原著 The Elements of 

Physical Chemistry, P.W.ATKINS 著） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 20      100 

知識の基本的な理解 60 20      80 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 物理化学は、化学の現象を数学や物理で表す、基礎的で最も根幹となる学問である。その学問内容をイメージでと

らえられるよう、自学自習に励んでほしい。そのために、補助教材としてあげた本はうってつけの本である。また、

自分で演習問題を解くことが理解を一層強めるために極めて有効な道であり、教科書の章末にある演習問題を解くこ

とを勧める。補助教材に挙げた原書にもぜひ挑戦してもらいたい。 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス 

１．状態変化に伴うエネルギー （コア） 

–熱化学- 

 

熱力学とはどのような学問か説明できる。 
 

2 1）熱力第一法則 第一法則を単純で実際的な形で述べることができる・  

3 2）エネルギーとエンタルピー エネルギーとエンタルピーの関係を理解できる。  

4 3）エンタルピーとは何か① 各種エンタルピーの変化を理解できる。  

5 4）エンタルピーとは何か② 各種エンタルピーの変化を理解できる。  

6 5）化合物の標準生成エンタルピー 標準生成エンタルピーを定義し、説明できる。  

7 6）エンタルピーの温度依存性 エンタルピーの温度変化に関する法則を理解できる。  

8 前期中間試験  

9 ２．化学反応の平衡（コア 1）平衡の記述 平衡定数を定義し、その求め方を説明できる。  

10 2）諸条件の影響 外部条件による平衡の移動を理解し、説明できる。  

11 3）相の間の平衡 分配係数の意味とその応用例を理解できる。  

12 
３．自然に起こる変化の方向（コア） 

1)エントロピーと熱力学第二法則 

熱力学第二法則を理解し、説明できる。エントロピー

を熱測定で求める方法を理解でき、使用できる。  

13 2）化合物のエントロピー 標準反応エントロピーを定義できる。  

14 3）化学反応でのエントロピー変化 系のエントロピー変化の計算ができる。  

 前期期末試験  

15 4)自由エネルギー関数 反応進行度と反応ギブス関数の定義を説明できる。  

16 5)標準状態とギブスの自由エネルギー 平衡定数を反応ギブス関数で表すことができる。  

17 6）ギブスの自由エネルギー変化 Vant Hoff の式から反応エンタルピーを決定できる。  

18 7）平衡定数とギブスの自由エネルギー 熱力学平衡定数と実用平衡定数との関係を理解する。  

19 8)平衡定数の温度依存性 平衡定数の温度依存性を説明できる。  

20 ４．イオンを含む平衡  1)酸と塩基 Bronsted 酸・塩基と Lewis 酸・塩基を説明できる。  

21 2)pH の応用 滴定や加水分解、指示薬について正確に説明できる。  

22 3）緩衝溶液とは 緩衝溶液を化学・生物学の立場から説明できる。  

23 後期中間試験  

24 ５．化学エネルギーと電気エネルギー 化学ｴﾈﾙｷﾞｰと電気ｴﾈﾙｷﾞｰの関係を説明できる  

25 1)イオン性溶液の活量係数 イオンの活量、平均活量係数の意味を理解できる。  

26 2)電池の分類と電極の種類 種々の電極における電池反応を書くことができる。  

27 3)電池の表現法と電池反応 化学電池の分類と塩橋の役割を説明できる。  

28 4)電池の起電力（コア） 電極電位と自由エネルギーとの関係式を理解できる。  

29 5)電池反応の熱力学（コア） Nernst の式を導くことができる。  

 学年末試験  

30 試験答案返却・解説 間違えた点を理解でき、学習成果を自己評価できる 
 



総 講 義 時 間 数 ６０時間

 



教 科 名 化学工学Ⅱ (Chemical Engineering Ⅱ)
 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科  履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 寿 雅史 （内線 6466，E-mail: kotobuki） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

化学工業で必要な基本的単位操作を理解するために，化学工学Iに引き続き，化学工学IIでは，

発生する熱の取り扱いを熱交換器で学び，また，調湿の計算に必要な湿度，乾燥の機構と理論，

物質を分離する蒸留操作，ガス吸収操作，抽出などの分離法を学び，化学工業分野での生産技

術システムとして重要な各単位操作や各プロセスの基礎知識を修得する． 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 川崎・種茂監修 化学工学 実教出版  

補助教材等 プリント 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 60       60 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

化学関連の基礎的知識に基づき，その理論を実社会での生産技術へ適用する上で，重要な各単位操作の計算方

法と操作方法を理解することを特に重視する． 

 

本科目は、化学工学 I の知識を必要とするので、化学工学 I の範囲を十分に復習しておくこと。 

 

◎本講義では授業中の居眠り，携帯電話の使用について 3 点/回の減点を行うので，十分に注意せよ． 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
1. ガイダンス 科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 
 

2 2. 熱の基礎知識 顕熱と潜熱について説明できる  

3 3. 加熱水蒸気の熱量 加熱水蒸気の熱量を計算できる  

4 4. 二重管式熱交換器の熱収支(２ｈ、コア) 二重管式熱交換器の熱収支を計算できる  

5 5. 熱移動(伝導・対流・放射)  熱移動(伝導・対流・放射)を説明できる  

6 6. 熱伝導による熱流量(２ｈ、コア) 熱伝導による熱流量を計算できる  

7  

8 前期中間試験  

9 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

10 7. 熱交換器内の熱流量(２ｈ、コア) 熱交換器内の熱流量を計算できる  

11 8. 総括伝熱係数と熱伝達係数 総括伝熱係数と熱伝達係数を計算できる  

12 9. 放射伝熱(２ｈ、コア) 放射伝熱を説明できる  

13 10. 湿度、湿り空気の性質 湿度、湿り空気の性質を説明できる  

14 11. 含水率 含水率を計算できる  

 前期期末試験  

15 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

16 12. 気液平衡関係の計算(２ｈ、コア) 沸点－組成、x-y 線図やラウールの法則を理解できる  

17  

18 13. 単蒸留と精留(２ｈ、コア) 単蒸留と精留の原理について説明できる  

19 14. 蒸留装置の物質収支(２ｈ、コア) 蒸留装置の濃縮部と回収部の物質収支が計算できる  

20 15. 蒸留塔の段数(４ｈ、コア) 

 

マケーブ・シール法による階段作図、理論段数計算がで

きる 
 

21  

22  

23 後期中間試験  

24 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

25 16. 気体の溶解度 ヘンリーの法則を計算できる  

26 17. ガス吸収装置 ガス吸収装置を説明できる  

27 18. 抽出(固液・液液) (４ｈ、コア) 固液抽出、液液抽出、三角図を説明できる  

28  

29 19. その他の分離法(２ｈ、コア) 吸着・イオン交換・膜分離を説明できる  

 学年末試験  

30 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる 
 

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 高分子化学 （Polymer Chemistry） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科   2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 清野 晃之 （内線 6462， E-mail: tseino） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

私たちの身の回りには高分子化合物（繊維，樹脂，ゴムなど）でできているものがたくさんあ

るということを認識し，高分子化合物の構造・種類・合成法・性質などの基礎知識を身につけ，

ることで，卒業研究や実社会に適用して，試行錯誤できるレベルを到達レベルとする。 

学校教育目標  B 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 改訂高分子化学入門－高分子の面白さはどこからくるか－（蒲池幹治 エヌ・ティー・エス）

補助教材等 

工学のための高分子材料化学（川上浩良 サイエンス社） 

新高分子化学序論（伊勢典夫他 化学同人） 

わかりやすい高分子化学（荒井健一郎 三共出版） 

プリント 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 20      100 

知識の基本的な理解 65 15      80 

思考・推論・創造への適用力 5       5 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力) 10 5      15 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本講義では高分子化学に関する専門用語や化学反応式（構造式）が多数出てくる。そのため，汎用されている

高分子材料（5 大汎用プラスチックなど）についてはいつ聞かれても答えられるように日々確認し，覚える必要

がある。また，その確認のために小テストを行うため，その事前学習が必要となる。授業中では身の回りで使

われている高分子材料のサンプルを提示したり，簡単な実験を行ったりする。前半は高分子の基礎について説

明し，中盤は天然高分子，後半は合成高分子の内容を学習している。 

 

・自学自習による成果を定期試験や小テストにて評価し，それを態度志向性(主体性，自己管理)として評価する 

・授業中態度が悪い（居眠り，携帯電話の使用など）場合は減点とするので十分に注意すること。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 高分子化学で学ぶ内容について理解できる  

2 高分子と日常生活（コア） 高分子の定義，身の回りの高分子材料を説明できる  

3 高分子物質の構成（コア） 高分子の基本構造を理解できる  

4 高分子の分類（コア） 高分子化合物の種類を説明できる  

5 低分子と高分子の熱的性質（コア） 低分子と高分子の熱的性質を理解できる  

6 高分子の構造（コア） 一次構造，二次構造，三次構造を説明できる  

7 高分子の分子量分布と平均分子量 数平均，重量平均分子量を理解できる  

8 前期中間試験 

9 
答案返却・解答解説 

分析機器を用いた分子量測定法その 1 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

・GPC の原理を説明できる 
 

10 分析機器を用いた分子量測定法その 2 MALDI-TOF-MS を用いた分子量測定法を理解できる  

11 天然高分子（タンパク質その 1）（コア） アミノ酸の種類と構造を理解できる  

12 天然高分子（タンパク質その 2）（コア） ペプチド結合を説明できる，高次構造を理解できる  

13 天然高分子（核酸その 1）（コア） DNA について説明できる  

14 天然高分子（核酸その 2）（コア） RNA の 3 つの機能について説明できる  

 前期期末試験 

15 答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

16 天然高分子（セルロース） セルロースの構造・性質について説明できる  

17 天然高分子（デンプン） デンプンの構造・性質について説明できる  

18 天然高分子（キチン・キトサン） キチンとキトサンの構造・性質について説明できる  

19 合成高分子（ラジカル重合その 1）（コア） ラジカルの化学反応性について理解できる  

20 合成高分子（ラジカル重合その 2）（コア） ラジカル開始剤と 4 つの素反応について理解できる  

21 合成高分子（ラジカル重合その 3）（コア） ラジカル重合について説明できる  

22 合成高分子（重縮合）（コア） 脱水縮合（ナイロン 6,6，PET など）について説明できる  

23 後期中間試験  

24 
答案返却・解答解説 

合成高分子（重付加）（コア） 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

・重付加反応（ポリウレタン・ポリ尿素）について説明できる 
 

25 合成高分子（イオン重合）（コア） イオン重合の特徴を理解できる  

26 合成高分子（カチオン重合）（コア） カチオン重合について説明できる  

27 合成高分子（アニオン重合）（コア） アニオン重合について説明できる  

28 合成高分子（開環重合）（コア） 開環重合について説明できる  

29 合成高分子（配位重合） チーグラー・ナッタ触媒について説明できる  

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 
60 

（50） 

自 学 自 習 

予習・復習 （20） 

定期試験の準備 （12） 

小テストの準備 （8） 



 



教 科 名 機器分析（Instrumental Anallysis） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科   2 単位 必修 
4 

時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 

【常勤】 小林淳哉 （内線 6468， E-mail: kobayasi） , 

         伊藤穂高 （内線 6475， E-mail: itou）  

         清野晃之 （内線 6462， E-mail: tseino）  

         宇月原貴光（内線 6464， E-mail: utsuki）  

         新 任         （内線， E-mail: ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

 物質工学科で用いられる主要な分析機器について、その原理の理解と実習に重点を置き、分析手段とし

て機器を利用する能力を養う。さらに、実験結果の考察方法等の機器分析の基礎技術を習得し、実習結果

を正確、論理的にレポートとしてまとめる能力を育成する。 

学校教育目標 Ｂ 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 実験テーマごとに配布する資料 

補助教材等   

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 0 0 100 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解         

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 各々の分析機器の分析対象、検出感度等の理解を通して、分析目的に対応する機器の選択性を理解する力を養うよう

にする。班構成で各テーマを４時間ずつ行い、５テーマの実験を行う。各テーマのレポートを提出する。尚、未提出

のレポートがある場合は不合格となるので、注意すること。 

熱分析の実習では各自 PC を用いてデータの解析や処理を行ってもらいます。これが適切にできない場合は減点することも

ありますので熱分析の講義や実習前の説明などをよく聞いてください。 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
＜ガイダンス＞ 

Ｘ線回折の講義（ＸＲＤ） (4h) 
Ｘ線回折の理論・原理について説明できる  

2 Ｘ線回折の講義（ＸＲＤ） (4h) Ｘ線回折の理論・原理について説明できる  

3 
電子線プローブマイクロアナライザー

の講義（ＥＰＭＡ） (4h) 

電子線プローブマイクロアナライザーの理論・原理

について説明できる 
 

4 熱分析の講義（TG-DTA） (4h) 熱分析の理論・原理について説明できる  

5 

熱分析の講義（TG-DTA） (2h) 

ガスクロマトグラフィーの講義（ＧＣ）

(2h) 

熱分析の理論・原理について説明できる 

ガスクロの理論・原理について説明できる 
 

6 
ガスクロマトグラフィーの講義（ＧＣ）

4h) 
ガスクロの理論・原理について説明できる  

7 赤外吸収スペクトルの講義（ＩＲ） (4h) ＩＲの理論・原理について説明できる  

8 
核磁気共鳴スペクトルの講義（ＮＭＲ）

(4h) 
ＮＭＲの理論・原理について説明できる  

 前期中間試験  

9 
＜実習＞ 

Ｘ線回折の実習(ＸＲＤ) (4h) 

Ｘ線回折装置を用いた測定を通じて無機物質の結

晶構造の解析ができるようになる。 
 

10 
電子線プローブマイクロアナライザー

の実習(ＥＰＭＡ) (4h) 

ＥＰＭＡ・ＳＥＭを操作して固体試料の分析と観察

ができるようになる。 
 

11 
ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー の 実 習

(TG-DTA) (4h) 

ガスクロマトグラフを用いた定量・定性分析の手法

を習得する。 
 

12 熱分析の実習(TG-DTA) (4h) 
熱分析装置を用いた熱的性質の測定を通じて材料

の定量分析手法および技術を習得する。 
 

13 赤外吸収スペクトルの実習(ＩＲ) (4h)

各人に与えられた有機化合物をＫＢｒ錠剤法によ

りＩＲスペクトルを測定し、構造解析ができるよう

になる。 

 

14 予備日（レポート作成日） 実験レポートを作成する  

15 予備日（レポート作成日） 実験レポートを作成する。  

総 講 義 時 間 数 60 時間 

 



教 科 名 化 学 英 語 （Chemistry in English） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科  履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 上野 孝  （内線 6476， E-mail: ueno）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

卒業研究で使用される英文の学術雑誌を理解する上で必要と思われる基礎的英語能力を習得し、化学技

術者として英語でコミュニケーションできる基礎的な英語の理解力および表現力を高めることを到達レベル

とする。 

学校教育目標 E 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 話しながら学ぶ化学英語 (福馬淳子 著、廣川書店) 

補助教材等 
英語で読む生命と環境 (講談社)、The Future of the Global Environment (UNEP)など。英和辞典または電

子辞書は専門用語の豊富なリーダーズ英和辞典第２版(研究社)を推奨する。 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 90        

思考・推論・創造への適用力 10        

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 本講義の履修に当たっては、低学年で学んだ英語の文法や構文について十分に復習しておくこと。本講義は環境問題や生

物、化学に関する英語の原著を理解するうえで必要な英語の規則性（文法や構文など）を学習する。また、ネイティブによる実

用的な化学英語のリスニングをとおして、スピーキング能力を高める訓練も行う。 

 

○英語はリスニングした語句を自分で発音し、耳で聴くことで定着する。読む訓練をしっかり積むこと。 

○配布したプリントにある未知の単語の意味を必ず調べてくること。 

○教科書や補助教材を忘れたり、受講態度の悪い学生は減点する。 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 1. ガイダンス 

 

2. The Obligation to Endure 

 

3. Safety Measures in the Laboratory 

 

4. Numbers and mathematical formulae 

・科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 

・環境問題に関する本｢沈黙の春｣の原文を読みやすい日

本語に訳すことで、長文読解ができる 

・1 つの単語から関連する単語を導き出すことができる 

 

・数および数式を英語で読むことができる 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 前期中間試験  

9 答案返却 

5. Botanic Gardens and Gene Banks  

 

6. Numbers and mathematical formulae 

 

7. Body Temperature  

・間違った問題の正答を求めることができる 

・遺伝子の多様性に関する本の原文を読みやすい日本

語に訳すことで、長文読解ができる 

・数および数式を英語で読むことができる 

 

・華氏から摂氏への換算などの加減乗除を表現できる 

 

10 

11 

12 

13 

14 

 前期期末試験  

15 答案返却 

8. Environmental Pressure 

 

9. English names of inorganic compounds  

 

10. English pronunciation of organic 

compounds 

・間違った問題の正答を求めることができる 

・工業と地球環境に関して図を多用している原文を読み、

本文との関係を理解して長文読解ができる 

・元素名や無機化合物名を英語で正確に表現できる 

 

・有機化合物の名称を英語で正確に発音できる 

 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 後期中間試験  

24 答案返却 

11. Environmental Pressure 

 

12. At an Electric Appliance Shop 

 

13. Terminology 

・間違った問題の正答を求めることができる 

・図と本文との関係を理解して長文読解ができる 

 

・長さや重さなどの国際単位や補助単位を表現することが

できる 

・接頭辞や接尾辞などから化学用語を系統的に表現でき

る 

 

25 

26 

27 

28 

29 

 学年末試験  

30 答案返却 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 60 時間



 



教 科 名 技術者教育（Engineering education） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科  履修 1 単位 必修 
前期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 宇月原 貴光 （内線，6464 E-mail: utsuki@hakodate-ct.ac.jp） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

技術者は、その技術が社会や環境に及ぼす影響に責任を持たねばならない。専門分野の立場か

ら職業的倫理を持ち、技術者の役割と責任を理解する。技術者教育では、実際の事例に基づい

て、そのような事態に直面した時に、どのような行動をすべきなのかを考えることによって倫

理的判断能力を養うことが到達レベルである。 

学校教育目標  B-2,D-2 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 プリント等の配布 

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 ８０  ２０     １００ 

知識の基本的な理解 ６０       ６０ 

思考・推論・創造への適応力 ２０  １０     ３０ 

リーダーシップおよびコミュニケ

ーション能力 
  １０     １０ 

プレゼンテーション能力         

主体的。継続的な学習能力         

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 技術者を目指す者として「技術者の役割と責任」を知ることは重要なことなので，積極的な態度で授業に臨む

こと。また、グループワークでは全員参加で取り組むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス(0.5h) 

コンプライアンスと技術者倫理 

 

・ 

・企業が事業活動を遂行する上で法令・企業倫理を

遵守・実践していく活動について実例をあげ学習

する。 

 

2 

3 

生産活動と TPM TPM(Total Productive Maintenance「全員参加の生

産保全」の略称)活動の流れを理解できる。 

 

 

4 

ISO9000 および 14000、 

エコアクション 21 について 

 

ISO9000 および 14000、エコアクション 21(環境省

が策定)について説明できる。 

 

 

5 

PRTR、MSDS について 化管法により導入されたPRTR制度およびMSDS制度

について説明できる。 

 

 

6 
失敗から学ぶ 

 

失敗の事例を学び、技術者のとるべき行動について

理解できる。 

 

 

 

 

7 

8 前期中間試験 

9 
答案返却・解答解説(0.5h) 

失敗から学ぶ 

・間違った問題の正答を求めることができる 

・グループごとに課題を決め、情報取集や討論を行

い、最後にレポートとしてまとめる。グループワ

ークを通じ技術者倫理の理解を深める。 

 10 

11 

12 
製造物責任 

 

製造物責任法(PL 法)について理解できる。 

  

13 
原価と原価要素について 固定費、変動費、損益分岐点について理解できる。 

  

14 
知的財産権 法令により定められた権利又は法律上保護される

利益について理解できる。  

 
前期期末試験 

15 答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 学 習 時 間 数 
30 時間

（22.5） 

  



教 科 名 無機工業化学 （Inorganic Industrial Chemistry） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科 

材料・物性、

バイオ・環境

両コース 

履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】  鹿野 弘二 （内線 6461，E-mail: shikano）   

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 
 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書  

補助教材等  

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合         

知識の基本的な理解         

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 



・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1    

2    

3    

4   

 
5 

6   

 
7 

8   

9   

 
10 

11 

12 

13   

 
14 

   

15    

16   

 
17 

18 

19 

20   

 
21 



22    

23   

24   

 
25 

26 

27 

28   

 
29 

   

30    

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 農芸化学（Agricultural chemistry） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科 

材料・物性、

バイオ・環境

両コース 

履修 1 単位 必修 
後期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】  松永   （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

農業分野の基礎的な分野を講義する。具体的には土壌や肥料に関する話や農薬に関する話、さらに

は発酵や醸造に関する講義を行う。また一部バイオテクノロジーの話題も含め工学と農学の橋かけとな

るための微生物・生化学・土壌・・食品加工に関する基礎知識を得ることを目標とする（理解レベル

Level2）。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
 B 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 未定 

補助教材等 未定 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 70       70 

思考・推論・創造への適用力 10       10 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力) 20       20 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

授業の内容を理解できるように事前に予習および復習を忘れないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 農芸化学とは 農芸化学とはどのような学問かを理解する  

2 土壌について 土壌の機能と役割について理解する  

3 環境と肥料について 環境に対する施肥影響のとらえ方を理解する  

4 環境について 耕地物質収支と環境影響の現れ方を理解する  

5 植物栄養 植物栄養に対する肥料の役割を説明できる  

6 植物生理 植物の生理機能と分子機構を理解する  

7 微生物（コア） 
化学的分類法や微生物が有する機能について理解

する 
 

8 中間試験  

9 微生物遺伝子 
微生物の遺伝子の構造とその機能特性について説明

できる 
 

10 食品 
食品の組織・物性変化や鮮度保持技術について理解

する 
 

11 食品加工（コア） 
食品の組織・物性変化や鮮度保持技術について理解

する 
 

12 農薬化学 農薬と生態系環境の相関について説明できる  

13 栄養・生化学 
健康と栄養素の関係や栄養生理機能について説明で

きる 
 

14 分子生物 遺伝子と発現についてできる  

 期末試験  

15 試験答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 地球環境科学（Environmental Earth Science） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科 

材料・物性、

バイオ・環境

両コース 

履修 1 単位 必修 
前期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 田中 孝 （内線 6470，E-mail: ｔａｎａｋａ）   

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

我々の周囲で起きている様々な環境問題を理解するためには、地球という限られた生存環境の基

礎知識を修得する必要がある。本講では技術者として必要な，具体的な地球環境と環境問題との係

わりを認識することで，人類社会の持続的発展に必要な環境技術と社会的責任とを認識できるように

なる。実社会における様々な環境問題に対しても、的確に判断し環境科学分野の基礎知識を活用きる

ようになるのが到達レベルである。 

学校教育目標  Ｂ，Ｄ 
学科および 

コース教育目標 
（Ｂ-１，Ｄ-２） 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 環境科学 （金原 粲 実教出版） 

補助教材等 わかる環境科学（三共出版），プリント，その他，第 1 視聴覚教室 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 60 20 10 0 0 10 0 100 

知識の基本的な理解 45  5     50 

思考・推論・創造への適用力 15  5     20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)  20    10  30 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

本講義の内容は我々の社会の持続的な発展を支えるために必要な地球規模の環境問題への理解と地域社会のお

かれた現状を理解する基礎知識取得を中心に授業を進める。このことで、技術者として必要な環境にかかわる知識を

身につけるようにする。基本的な化学物質とその性質に関する基礎知識を必要とするので事前に十分な予習を必

要としている。将来は地球規模の環境破壊がおこなわれている現状を正しく認識し、健全な地球環境の維持と

改善に役立つ技術者となってほしい． 

 

・自学自習による復習の成果を小テストにて評価し，それを態度志向性(主体性，自己管理)として評価する. 

・自学自習のための小テストと区別し、地球環境問題に関するレポート提出を「レポート」として評価する． 

・科目全体の学習の反省や分析を簡易ポートフォリオにより態度志向性(主体性と自己管理)として評価する. 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
 ガイダンス 

有限な地球資源 ・生物多様性と生存条件 

有限な地球資源と人間との関わりを説明できる。  

生態系と生物多様性について説明できる。 
 

2 
農業と自然破壊の関係(コア) 食料資源確保にかかわる環境問題を理解できる。 

 

3 
鉱工業の発展と自然破壊の関係（3ｈ）(コア)

 

 

大気の環境と汚染物質（３ｈ）(コア) 

資源開発と環境汚染のかかわりについて説明できる。 

 

 

大気汚染と地球温暖化のメカニズムを説明できる。 

 

4  

5  

6 
大気汚染問題(コア) 大気汚染問題とその影響を説明できる。 

 

7 
大気汚染物質の除去技術 大気汚染物質の影響を評価し対策を考えることがで

きる。 
 

8 中間試験 

9 
試験答案返却・解答解説（1h） 

水資源と水質汚濁物質（2h）(コア) 

 

水環境の汚染と環境評価（2h）(コア) 

 

 

水の利用と保全（3h） 

 

試験期間を通じて間違った箇所を理解できる。 

有限な水資源と水質汚濁物質とは何か説明できる。 

 

水質汚染の影響を評価し対策を考えることができる。 

 

 

水質汚染現象と水処理とは何か説明できる。 

 

 

10  

11  

12  

13 
土壌汚染と対策(コア) 土壌汚染の現状と技術開発のかかわりを説明できる。 

 
 

14 
エネルギー源と環境汚染 

 

エネルギーと環境の関わりについて説明できる。 

 
 

 期末試験 

15 
試験答案返却・解答解説（1h） 

資源循環型社会の構築（1h） 

試験期間を通じて間違った箇所を理解できる。 

地球環境の持続的発展とは何か説明できる。 
 

総 学 習 時 間 数 90 時間

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

講義の復習 (小テストで確認) (25) 

定期試験の準備 (30) 

課題レポートの準備 (8) 

ポートフォリオ作成 (4.5) 



 



教 科 名 無機材料工学 (Engineering of Inorganic Materials) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科 
材料・物性 

履修コース 
学修 2 単位

履修コース

必修 

前期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 小林淳哉   （内線 6468，   E-mail:kobayasi ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

実社会における材料開発や材料設計に関する課題に関して、無機材料工学の知識を適用できる

ようになるのが到達レベルである（LV４）。このために機能性材料の一般的な合成方法、分析評

価手法に関する基礎知識を習得し、応用できるようになる。 

さらには、技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解した上で、今後の材料開発における技

術者としての社会的責任を理解し説明できるようになることも到達レベルである（LV３）。 

学校教育目標 Ｂ 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 自作教材 

補助教材等   

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 70     20 10 100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 20      10 30 

汎用的技能        0 

態度・志向性(人間力) 10     20  30 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
       0 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本講義は、無機化学、有機化学、分析化学、環境工学が複合した内容といえる。すなわち、ある機能を持つ材料を合成しよ

うとした時、その合成反応は無機化学反応あるいは有機化学反応であり、作成した材料の物性は、分析化学の手法として評

価される。また、その材料の持つ機能（例えば環境改善）は、合成した材料の構造と深い関連があることが起こりうるからであ

る。このため、本講義を受講するにあたり無機化学と有機化学、さらには分析化学の知識を必要とするので事前に復習してお

くこと。さらには、ポートフォリオ作成を通して自身のひもとける知識の広さを自己認識してほしい。 

 

・定期試験では、基本的な専門性の理解と応用力、さらには態度・志向性の倫理観（技術の環境への影響と技術者としての態

度）に関して評価する。 

・ポートフォリオでは、こうした科目間の関連を意識するため、自らの専門分野での学習のキャリアを自学自習の中で整理し、

自らの学習の理解度を振り返る。たとえば、特定の材料開発に関係する要素技術が、過去のどういった科目に関連しており、

自らの理解度はどの程度であるかという整理である。これを態度・志向性の中のキャリアデザイン力として評価する。 

・宿題においては、専門知識の応用力を確認する。 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

1 機能材料合成法（6h,コア） 

ゾルゲル法のメカニズムとその特徴を説明できる 

 2 
ゾルゲル法によるガラスの合成やゾルゲル法による効果

を説明できる。 

3 
薄膜化技術としてのＣＶＤ法、スパッタリング法についての

特徴を説明できる。 

4 
2 半導体材料(4h, コア) 

・半導体とは何か 

・半導体の機能性材料としての利用 

p-,n-型の半導体材料について説明でき、バンドギャップ

から励起エネルギーが計算できる。 

pn ジャンクションにおける電子とホールの振舞いが説明で

き、機能性材料半導体材料の実社会での使用例から、そ

の構造上の特徴や作動メカニズムを説明できる。 

 

5 

6 

3 酸化物機能性材料（4h, コア） 

誘電体、 

誘電体セラミックスの機能発現の原理を説明でき、実社会

における応用事例についてその目的や材料開発におけ

る方向性から説明できる。 
 

7 

8 前期中間試験 

9 

答案返却・解答・解説(0.5h) 

ポートフォリオ作成（1.5h コア） 

 

試験問題に関する間違った点を理解する。 

ポートフォリオをまとめ、自らの知識の現状を自己認識し

て目指すキャリアと関連して到達度を考えることができる。 

 

10 

4 放射性物質の除染を目指す材料開発

（2h,コア） 

 

福島第一原発事故からの放射性廃棄物の現状を説明で

きる。 

現代日本の重要課題である放射性物質の除染のための

技術について理解し、無機材料による除染で材料に求め

られる機能を説明することができる。さらに技術者がとるべ

き役割について説明できる。 

 

11 

5 結晶格子（４h,コア） 代表的な結晶格子を理解し、ミラー指数を決定でき

る。イオン結晶の陽イオンと陰イオンの最小イオン半

径比が計算できる。 
 

12 

13 
6 分析装置による材料分析（4h,コア） 

代表的分析装置の原理と用途 

無機および有機物に関する代表的な機器分析装置（構

造解析、形態観察、定性、定量）についてその用途を

理解し、化学系の分析用途に応じた適切な分析機器を

選定するための基礎知識を身に付けている。 

 

14 

 期末試験 

15 
答案返却・解答・解説 

ポートフォリオ作成(1.5h、コア) 

間違った点を理解し、ポートフォリオをまとめ、自らの知識

の現状を自己認識して目指すキャリアと関連して到達度

を考えることができる。 

 

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 
３０ 

（２２．５）

自 学 自 習 

事前学習（宿題で確認） （２５） 

定期試験の準備 （２５） 

ポートフォリオ作成 （１７．５）

  



 



教 科 名 有機材料工学 I （Organic Materials and Engineering I） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科 
材料・物性 

履修コース 
学修 2 単位 必修 

後期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 清野 晃之 （内線 6462， E-mail: tseino） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

本講義では高分子材料を取上げ，その基礎から応用までを学習する。高分子を材料の面からと

らえ，その設計と合成プロセスに基づく材料の開発と機能についての基礎を学び，これらにつ

いて卒業研究や実社会に適用して，試行錯誤できるレベルを到達レベルとする。 

学校教育目標  B 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 改訂高分子化学入門－高分子の面白さはどこからくるか－（蒲池幹治 エヌ・ティー・エス）

補助教材等 
工学のための高分子材料化学（川上浩良 サイエンス社） 

有機工業化学第２版（園田昇・亀岡弘 化学同人）、プリント 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 70  20    10 100 

知識の基本的な理解 50  10    10 70 

思考・推論・創造への適用力 20  5     25 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   5     5 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本講義は高分子材料についての基礎から応用までを勉強する。前半は高分子材料の基礎を学ぶと共に，熱が加

わることでの材料の変化について勉強する。また，高分子化学の前期授業内容と一部重複するので，関連性を

意識して学習すること。後半は力が加わることによる材料の変化について，また，機能性高分子材料について

勉強する。特に電気を通すプラスチックは日本人がノーベル賞を受賞しているため，名前と受賞内容を説明で

きるようになってほしい。授業では VTR も取り入れている。また，確認問題を定期的に出題し，それを解くこ

とで理解を深めている。さらに，インターネットにより調査させる課題を与え，レポート提出させている。 

 

・自学自習による成果を宿題やレポートにて評価し，それを態度志向性(主体性，自己管理)として評価する 

・自学自習確認のための確認問題（宿題）を「その他」として評価する． 

・授業中態度が悪い（居眠り，携帯電話の使用など）場合は減点とするので十分に注意すること。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス ・材料工学について理解できる 

・有機材料について理解できる  

2 

高分子物質の熱的性質その 1（コア） ・高分子の熱的性質が説明できる 

・高分子物質の状態変化について理解できる  

3 

高分子物質の熱的性質その 2（コア） 高分子のガラス転移温度を理解できる 

 

4 

耐熱性高分子材料 耐熱性高分子材料の分子設計・性能について説明できる 

 

5 

プラスチックの分類（コア） 5 大汎用プラスチック・エンプラの構造や性質について説

明できる  

6 

熱可塑性高分子・熱硬化性高分子 熱可塑性高分子と熱硬化性高分子の違いを説明できる 

 

7 

高分子の成型方法 高分子の成型方法について説明できる 

 

8 中間試験 

9 

答案返却・解答解説 

高分子の力学的性質その 1 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

・弾性・粘性の基礎を理解できる  

10 

高分子の力学的性質その 2 粘弾性の基礎を理解できる 

 

11 

高強度・高弾性率高分子その 1 天然繊維・合成繊維の分子設計・性能を理解できる 

 

12 

高強度・高弾性率高分子その 2 炭素繊維の分子設計・性能を理解できる 

 

13 

液晶性高分子 液晶性高分子の分子設計・性能を理解できる 

 

14 

高分子物質の電気的性質 ・絶縁体・半導体・導体について説明できる 

・ポリアセチレンに電気が流れる仕組みを理解できる  

 期末試験 

15 答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

予習・復習（宿題含む） （30） 

定期試験の準備 （20） 

課題によるレポート作成（インターネットによる調査含む） （17.5）

  



 



教 科 名 マテリアル工学実験 (Material Engineering Laboratory)  

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科 
材料・物性 

履修コース 
学修 2 単位

履修コース

必修 

 

4 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 小林淳哉   （内線 6468，   E-mail:kobayasi ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

講義で学んだ化学・材料関係の基礎知識を、実社会での課題に実際に適用できるようになるの

が到達レベルである（LV４）。このため、材料合成等に関係した課題に対し、自らが主導的に実

験方法を考え、複数の解決方法を意識し、最適なものを見出していくことができるようになる。

また、得られた成果を正しく整理し、実験レポートを通して正確な日本語として論理的にまと

め的確にプレゼンテーションができるようになる（LV３）。 

学校教育目標 Ｂ 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
自作教材（実験テキスト） 

 

補助教材等   

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   80 15  5  100 

知識の基本的な理解   20 5    25 

思考・推論・創造への適用力   30     30 

汎用的技能   25 10    35 

態度・志向性(人間力)      5  5 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
  5     5 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

実験は 3 名程度のグループで行う。実験は必要な技術や理論を学ぶ基本実験とそれを発展させた発展実験から

なる。発展実験では教師は必要最低限のことしか指導しないので、自分達で考え、調査する。 

発展実験前は計画的に実施できるように、何をいつまでに検討するかをグループで事前に十分に話し合い、実

験計画書を作成し、教員のチェックを受けること。 

レポートは基本実験、発展実験ともに提出する。非論理的、文法上の誤りなど、的確なプレゼンテーション資

料としての体をなさないものは再提出させる。 

・基本実験レポートでは基本的な専門工学の能力 20％と、汎用的技能（論理的思考力 10％）、発展実験レポー

トでは専門工学の応用力 35％と汎用的技能 10％（課題発見力 10％、論理的思考力 5％）、エンジニアリングデ

ザイン能力 5％を評価する。 

・実験報告会を行なう(PC アプリケーションを利用)。報告会では専門能力の基礎能力 5％、汎用的技能（コミ

ュニケーションスキル 5％、論理的思考力 5％）を評価する。 

・実験計画書では論理的思考力を評価する。 

・ポートフォリオでは、自身の学習キャリアを積み上げた成果が、この課題実験に取組める基本となっていることを表現

し、あなたが今後もっと伸びる人材であることを表現できるものとする必要がある。ポートレートでは、態度志向性（キャリ

アデザイン力 5％）を評価する。 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 

1 基本実験・発展の実験の説明と注意 

・各種無機材料および有機材料に関する

実験 

・各種機能性材料（環境浄化材料複合酸

化物合成他） 

それぞれの材料作成等について、その背景・目的、社

会的意義、実験操作方法について理解する。さらに取

組むべきテーマを決定する。 

 2 

3 

4 科学的な文章とは（４h、コア） 
科学的な文章では冗長性を排除し、まぎれのない文

章で表現しなければならないことを理解している。 
 

5 

2 基本実験（１２h コア） 

実験テキストに従った実験を通して、各実験に必要な

知識を習得する。また、次の発展実験に対してのデー

タを収集するとともに、実験装置等の操作ができる。 

正しい日本語で論理的な文章による報告書が作成で

きる。 

 6 

7 

8 3 実験計画書の作成（４h,コア） 

基本実験に関連したテーマで、高機能化、高性能化

を行なうための発展実験を行なう。このため基本実験

で得られたデータから「解決すべき課題は何か」「何を

変化させればどのような結果が期待できるか」を予測

し、限られた時間の中で最適な実験を行なうための創

意工夫が可能となる実験計画書を作成できる。 

 

9 

4 発展実験(２０h,コア) 

基本実験で得られた知見や手法を元に、性能向上等

を目指した実験計画書に沿って、課題解決への試行

錯誤を通して継続的に実験できる。 

 

10 

11 

12 

13 

14 5 ポートフォリオ作成（４h,コア） 
ポートフォリオ作成を通して、将来の目標の実現のた

めの学習のキャリアの蓄積を表現できる。 
 

15 6 成果報告会（４h,コア） 

基本実験・発展テーマで得られた知見を図表等を用

いてわかりやすくまとめ、明確に口頭でのプレゼンテー

ションができ、実験内容に熟知し、質疑応答に的確な

応対ができる。 

 

総 講 義 時 間 数 ９０時間 

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

実験計画書作成  （17.5）

レポート作成 （30） 

プレゼンテーション準備 （15） 

ポートフォリオ作成 （5） 

 



教 科 名 生物化学 （Biochemistry） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科 
バイオ環境 

コース 
学修 2 単位 必修 

前期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】  小原 寿幸 （内線 6467，E-mail: obara） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

生物化学は、生命現象を化学の理論と方法によって解明する学問である。生体はどのような物質か

ら成り立っているか、それらの物質がどのようにして合成され分解されるか、それらの物質はどのよ

うな機能を生体中で営んでいるかについて理解し、生き物の化学について基礎的な知識を身に付ける

ことを目標とする。 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 「生物の基本ノート生化学・分子生物学編」（山川喜輝著、中経出版） 

補助教材等 

ヴォート生化学（上、下）（田宮・村松・八木・吉田 訳、東京化学同人） 

（原著 BIOCHEMISTRY, 執筆者 D. VOET and J. VOET）   

プリント（資料および問題） 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 40  10     50 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   10     10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・生化学の成果は膨大であり、内容も極めて難解な部分があるが、焦点を絞って出来るだけ平易に講義するので、良く

授業を聞き、ノートをきちんと取ること。Key となる化合物を選んで重点的に覚えるようにすること。生物化学は、

基礎的な学問として極めて重要であるので、興味をもって学習してもらいたい。 

・講義の理解には予習復習が重要である．また、講義で配布されたプリントは良く目を通しておくこと．また，毎回の講義の最後

には予習のため，事前に教科書の範囲を伝える． 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

・ガイダンス(1.0h) 

１．炭水化物・糖類 （4h,コア） 

 （1）単糖類・二糖類・オリゴ糖 

  (2)多糖類 

 

単糖・二糖・オリゴ糖の名称と構造、機能について説

明できる。 

多糖類の名称と構造、機能について説明できる。 

 

2 

3 ２．脂質（2h,コア） 脂質の名称と構造、機能について説明できる  

4 
３．タンパク質（4h,コア） 

(1)アミノ酸とタンパク質の構造 

(2)いろいろなタンパク質 

生体を構成する各種アミノ酸の化学構造式を正確に

書ける。タンパク質の一次～四次構造の概要を説明で

きる。タンパク質の性質と変性について説明できる。 

 

5 

6 
４．酵素（2h,コア） 

(1)生体内の触媒＝酵素 

酵素の定義とその概要について完全に把握できる。 

国際生化学連合による酵素の命名法を理解できる。 
 

7 
(2) 酵素の反応速度 

 

Michaelis-Menten 式を使って、各種酵素反応速度パラ

メーターを正確に算出できる。  

8 前期中間試験 

9 

・試験答案返却・解答解説(1.0h) 

５.代謝（12h,コア） 

(1)同化と異化、生体エネルギー物質 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる． 

ATP の化学構造を書き、その意味を説明できる。同化

と異化について説明できる。 

 

10 (2)物質代謝とエネルギー代謝 
物質代謝とエネルギー代謝の共役について説明でき

る。 
 

11 
 (3)解糖系（EMP 回路） 解糖系（EMP 回路）の概要について説明できる。 

 
 

12 
(4)クエン酸回路 

 

クエン酸回路（TCA サイクル）について説明できる。 

 
 

13 
(5)電子伝達系と酸化的リン酸化 

 

電子伝達系と酸化的リン酸化の共役について説明で

きる。  

14 (6)光合成 光合成とカルビンベンソン回路について説明できる。  

 前期期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる．  

総 学 習 時 間 数 

 

90 時

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

課題解答作成 (30) 

定期試験の準備 (37.5) 

  

  

 



教 科 名 環境工学Ⅰ （ Environmental Engineering Ⅰ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科 
バイオ・環境

コース 
学修 2 単位 必修 

後期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】  伊藤穂高  （内線 6475 ，E-mail: itou ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

環境問題を人類共通の課題としてとらえ、物質工学の立場より地球の環境資源管理および再利用シ

ステムなど環境問題に対する基礎的知識を得、その知識を活用して自分なりの意見を導き出せること

がこの科目の到達レベルとする。また環境問題の理解を通じて技術者としての社会的責任を理解し

説明できるようにする。 

学校教育目標  B D  
学科および 

コース教育目標 
B D  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 やさしい環境科学（保田仁資著、化学同人） 

補助教材等 
実感する化学 （翻訳 廣瀬千秋 NTS 出版） 

（原著 A project of the American Chemical Society 執筆者 Lucy Pryde Eubanks） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 70       70 

思考・推論・創造への適用力 10       10 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力) 20       20 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

試験には特に授業中に口頭で説明した事項に関して問う記述式で行うので教科書のみならず、授業中の説明内容に

関しても十分理解すること。 

また、予習・復習を必ず行い、授業で習った事柄や内容に関して自分の言葉で説明できるようにしてください。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
１章環境科学の基礎 

(1)毒とは何か 
毒の定義を説明できる  

2 (2)急性毒性と慢性毒性 急性毒性と慢性毒性の違いが説明できる  

3 (3)ADI と TDI ADI と TDI の違いと意味を説明できる  

4 
２章水と生活 

(1)地下水の汚染について 
地下水の汚染状況と汚染物質について説明できる  

5 (2)浄水場のしくみ 浄水場の仕組みと河川水の大切さを理解できる  

6 (3)生活排水について 生活排水の定義と浄化対策について説明できる  

7 
３章食の安全 

(1)食品添加物について 
食品添加物の役割・種類を説明できる  

8 中間試験 

9 (2)食品添加物の毒性 
人工着色料・保存料などに使用されている化合物の

種類と毒性について説明できる 
 

10 
(3)市販食品に残留している農薬 

 
農薬の役割とその残留性について説明できる  

11 
4 章農薬と環境 

(1)有機りん系農薬 
有機りん系農薬の特徴とメカニズムを説明できる  

12 (2)有機塩素系農薬（コア） 
塩素系農薬の特徴とメカニズムを説明できる。また

生物濃縮による影響についても説明でしる。 
 

13 (3)カルバメート系農薬 
カルバメート系農薬の特徴とメカニズムを説明で

きる 
 

14 （４）農薬による大気汚染 農薬における大気汚染の現状について説明できる  

 期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 学 習 時 間 数 90 時間 

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

定期試験の準備 （30） 

予習・復習 （37.5）

  

 



教 科 名 バイオ工学実験 （Bioengineering Laboratory） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科 
バイオ環境 

コース 
学修 2 単位 必修 

後期 

4 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 

 

【常勤】  小原 寿幸 （内線 6467，E-mail: obara）, 上野 孝（（内線 6476，E-mail: ueno） 

 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

伝統的発酵産業および先端的バイオテクノロジのいずれにおいても、最も重要な基礎となるのは微生物

学的実験技術と生化学実験技術である。微生物の分離・培養・観察、微生物による物質生産などを通じて

微生物取扱いの基礎的技術を習得させる。加えて、実験結果をレポートに纏めることによって、正確な日本

語による論理的な文書を作成することを目標とする。また、微生物バイオテクノロジーの分野における創造

的思考能力を養うために、学生自ら主体的に取り組むＰＢＬ実験を行い、実験結果を口頭発表させることに

よってプレゼンテーション能力を養う。 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 自製プリント 

補助教材等  

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   80 20    100 

知識の基本的な理解   80     80 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
   20    20 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

＜ガイダンス＞ 

１．微生物実験の基本操作 

滅菌の種類と方法、培地の調製、微生物の培養、顕微

鏡の操作方法、生化学実験をどのように進めるかが 

わかる。さらに、ＰＢＬ実験をどのように進めるかが 

わかる。 

 

2 ２。基本実験テーマの説明① ５つのテーマについて、その概要を理解できる。 
 

3 ２．基本実験テーマの説明② ５つのテーマについて、その概要を理解できる。 
 

4 
３．基本実験 

①グラム染色と顕微鏡観察（4h,コア） 

 

グラム染色の意義と顕微鏡操作方法がマスターでき

る。 
 

5 ②食品中の細菌数の測定（4h,コア） 食品中の細菌数の測定法が理解できる。  

6 
③Lowry 法によるタンパク質の定量（4h,

コア） 

タンパク質の定量方法がわかる。 
 

7 ④ＤＮＡの分離と検出（4h,コア） 生体細胞から ÐＮＡを単離できる。ＤＮＡの定量方法

が説明できる。 
 

8 
⑤固定化酵母によるアルコール発酵 酵母を固定化し、バイオリアクターで実際に発酵試験を行

うことができる。 
 

9 ４．ＰＢＬ実験計画書の作成 基本実験に基づき、ＰＢＬ実験の計画を立てる。  

10 ５．．ＰＢＬ実験計画のプレゼンテーション ＰＢＬ実験計画についてわかりやすくプレゼンテーション

できる。 
 

11 ６．ＰＢＬ実験の準備と実施１回目 微生物や食品、植物に関連したＰＢＬ実験の準備とその

的確な実施ができる。 
 

12 
６．ＰＢＬ実験の準備と実施２回目 微生物や食品、植物に関連したＰＢＬ実験の準備とその

的確な実施ができる。 
 

13 
６．ＰＢＬ実験の準備と実施３回目 微生物や食品、植物に関連したＰＢＬ実験の準備とその

的確な実施ができる。 
 

14 ６．ＰＢＬ実験の準備と実施４回目 
微生物や食品、植物に関連したＰＢＬ実験の準備とその

的確な実施ができる。 
 

15 ７．ＰＢＬ実験の成果報告会 

ＰＢＬ実験で得られた結果について図表等を用いてわかり

やすくまとめ、明確に口頭でプレゼンテーションができ、

実験内容に熟知し、質疑応答に的確な応対ができる。 

 

総 学 習 時 間 数 

 

90 時

講 義 
60 

（45.0）

自 学 自 習 

基本実験レポート作成 7.5 

ＰＢＬ実験計画書の作成 7.5 

ＰＢＬ実験成果報告会準備 7.5 

ＰＢＬ実験報告書の作成 7.5 

 



教 科 名 Engineering English Ⅰ 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科 
グローバルマ

ネージメント
履修 ２単位 必修 

通年 

２時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】未定(ネイティブ)    （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

相手と英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を身に付け、身近な事柄及び工学に関する基本的な情

報や考えを理解したり伝えたりする基礎的な英語運用能力を養い、毎分120語程度の速度の英語を、ある

程度の的確さ、流暢さ、即応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

学校教育目標 D, E 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 Global Concepts-English for International Understanding, J. Knudsen 著, (南雲堂) 

補助教材等 全国国公私立大学編入試験問題、TOEIC IP®テスト、TOEFL iBT®テスト 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80     20  100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 40       40 

汎用的技能      10  10 

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
     10  10 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

学習上の留意点： 

 評価は 4 回の定期試験（教科書に沿った問題５０％応用問題５０％）を 8 割、卒業後の希望進路で求められる学力を個別に

伸長していることを示すポートフォリオの提出を 2 割として評価する。ポートフォリオには、例えば進学を希望する大学の編入

学試験問題にどれだけ取り組んだか、入社を希望する会社が求める TOEIC スコアにどれだけ近付けたかを示す勉強のエビ

デンスを各自提出する。 

 

関連する科目： Engineering English Ⅱ 

 

学習上の助言 

 10 年後、20 年後、世界で活躍する自分を支える語学の基礎を養っていることを肝に銘じ、謙虚に、時に大胆に 

breakthrough thinking approach で学習に取り組むこと。  

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 
自己 

点検 

1 
ガイダンス 

スーパー英語２による英語力診断テスト 

授業の進め方・評価の仕方を理解できる。 

英語力診断テストを通して現在の英語力を理解できる。 
 

2 Lesson１：What the World Needs Now(コア) 

毎分 120 語程度の速度の英語を、ある程度の的確さ、即

応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

 

3 Lesson１：What the World Needs Now(コア)  

4 
Lesson2:Young People Making a Difference 

(コア) 
 

5 
Lesson2:Young People Making a Difference 

(コア) 
 

6 Lesson3:The Horns of a Dilemma (コア)  

7 Lesson3:The Horns of a Dilemma (コア)  

8 前期中間試験  

9 
答案返却・解答解説、ポートフォリオ評価 進路希望先に合う学力保証ができているか確認できる。 

 

10 Lesson4:Of Nukes and Minefields(コア) 

毎分 120 語程度の速度の英語を、ある程度の的確さ、即

応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

 

11 Lesson4:Of Nukes and Minefields(コア)  

12 Lesson５:The World’s Hottest Issue(コア)  

13 Lesson５:The World’s Hottest Issue(コア)  

14 スーパー英語２による英語力診断テスト 英語力診断テストを通して現在の英語力を理解できる。  

 前期期末試験  

15 答案返却・解答解説、ポートフォリオ評価 進路希望先に合う学力保証ができているか確認できる。  

16 Lesson6:Smart Roads and Cars(コア) 

毎分 120 語程度の速度の英語を、ある程度の的確さ、即

応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

 

 

17 Lesson6:Smart Roads and Cars(コア)  

18 Lesson7:Languages Lost and Found(コア)  

19 Lesson7:Languages Lost and Found(コア)  

20 Lesson８：It's About Time (コア)  

21 Lesson８：It's About Time (コア)  

22 スーパー英語２による英語力診断テスト 英語力診断テストを通して現在の英語力を理解できる。  

23 後期中間試験  

24 答案返却・解答解説、ポートフォリオ評価 進路希望先に合う学力保証ができているか確認できる。  

25 Lesson:9Virtually Better(コア) 

毎分 120 語程度の速度の英語を、ある程度の的確さ、即

応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

 

26 Lesson:9Virtually Better(コア)  

27 Lesson10:Global Concepts 1-People(コア)  

28 Lesson10:Global Concepts 1-People(コア)  

29 スーパー英語２による英語力診断テスト 英語力診断テストを通して現在の英語力を理解できる。  

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説、ポートフォリオ評価 進路希望先に合う学力保証ができているか確認できる。  

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 応用化学特講Ⅰ（Special Lesson in Applied ChemistryⅠ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科 

グローバルマ

ネジメント 

コース 

学習 2 単位 必修 
前期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 未定 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

応用化学特講Ⅰは、低学年で学んだ基礎的知識を確認しながら、物質を構成する粒

子について、より微視的な視点でとらえ、物質の構造と様々な特性に関する知識を深

めることを目的としている。基礎化学に加え、応用的かつ発展的課題を取り入れ、そ

れらに詳細な解説を加えることによって、工学分野に化学技術を応用できるレベルの

能力を身に付けることを目標とする。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 未定 

補助教材等 プリント他 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 70 20 10     100 

知識の基本的な理解 60 15 5     80 
思考・推論・創造への適用力 10 5      15 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   5     5 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本科目は、低学年で学んだ化学の知識を前提とするので、既習の事項を十分に理解した上で授業に臨むことが必要

である。また、単に理論を暗記するのではなく、知識を系統的かつ有機的に結び付けて、科学的思考力を身に付ける努

力をする姿勢が求められる。 

講義中の演習に真剣に取り組むことはもちろん、自学自習に十分時間を割いて全ての課題が漏れなく提出されること

を求める。 



 
講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス（0.5h） 
1．原子の構造と化学結合 
  1）原子の構造、原子核 
  2）量子数と電子配置、周期律 
 

授業の概要、評価方法を理解できる。 
 

1）原子を構成する素粒子について説明できる。 

2）4 種の量子数について説明できる。また、元素の

電子配置と周期律について理解する。 

 

2 
3）化学結合 
4）分子の構造 
5）金属結晶、イオン結晶とその構造、

3）化学結合（特に水素結合）について説明できる。 
4）主な分子の立体構造を説明できる。 
5）金属結晶および主なイオン結晶の説明ができる。 

 

3 

2．物質の三態 
1）理想気体と実在気体 
 
2）水の状態図 

 
1）理想気体および実在気体の状態方程式の違いを説

明でき、両者を用いて計算ができる。 
2）状態図を理解し、水の状態図について説明できる。 

 

4 
3．溶液 
  1）ヘンリーの法則 
  2）ラウールの法則 

 
1）気体の溶解度の計算ができる。 
2）蒸気圧降下に関する計算ができる。 

 

5 
4．熱化学 
  1）反応熱と熱化学反応式 
  2）熱化学反応式とヘスの法則 

 
1）反応熱を理解し、熱化学反応式を書ける。 
2）ヘスの法則を理解し、反応熱の計算ができる。 

 

6 
5．化学平衡 
  1）化学平衡と平衡定数 
  2）ルシャトリエの法則（平衡の移動）

 
1）濃度平衡定数および圧平衡定数の計算ができる。 
2）平衡移動について指摘および理由の説明ができる。 

 

7 

6．化学反応のエネルギーと反応速度 
1）化学反応とエネルギー 

  2）反応速度 

 
1）活性化エネルギー、触媒について説明できる。 
2）反応の次数を理解し、化学反応の速度に関する計

算ができる。 

 

8 中間試験  

9 

・答案返却・解答解説(0.5h) 
7．核化学 
  1）放射性壊変と半減期 
  2）核分裂と核融合 

・試験の解説に基き理解度が低い部分を正確に理解する。 
 
1）放射性壊変の種類の説明と半減期の計算ができる。 
2）核反応の仕組みを理解しエネルギーを計算できる。 

 

10 

8．有機化合物の結合と構造 
  1）σ結合とπ結合、混成軌道 
 
  2）鏡像異性体と不斉炭素原子 

 
1）σ結合とπ結合について説明できる。混成軌道につい

て理解し、分子の立体構造を説明できる。 
2）鏡像異性体の説明ができる。不斉炭素原子を指摘

できる。 

 

11 
9．有機化合物の反応 
  1）誘起効果 
  2）共鳴効果 

 
1）誘起効果について例をあげて説明できる。 
2）共鳴構造と共鳴効果について説明できる。 

 

12 
10．糖 
 

10．主な糖について、分類名、構造、性質を説明でき

る。  

13 
11．高分子化合物 11．主な高分子化合物の合成方法、構造，特徴および

用途について説明できる。  

14 
12．重要反応式 12． 無機および有機化学における重要反応式を掻く

ことができる。  

 期末試験  

15 
・答案返却・解答解説(0.5h) 
13.重要事項のまとめ 

・試験の解説に基き理解度が低い部分を正確に理解する. 
13．これまでの学習を振り返り、重要事項を再確認する。  

総 講 義 時 間 数 90 時間

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

講義の復習（毎回） （30） 

定期試験の準備 （20） 

小テストの準備 （10） 

演習課題 （7.5） 

 



教 科 名 学外実習 （On-the-Job-Training） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 4 学年 物質環境工学科   1 単位 選択 集中 時間 

担 当 教 員 【常勤】   （内線，E-mail: ） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 
 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書  

補助教材等  

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合         

知識の基本的な理解         

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

(1)   

 

2   
 

3   
 

4   
 

5    

6 
  

 

7   
 

8  

9 
  

 

10    

11    

12   
 

13 
  

 

14 
  

 

  

15    

  

  

 

  

  

  

  

 


